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YAMANO 2026  

科目名 美容デザイン実習Ⅲ Subject Practice of Beauty Design Ⅲ 

サブタイトル  美容師国家試験課題、ゲストスピーカーによる講義 

科目基本情報 ディプロマポリシー「主な学習効果」 

開講年次 開講時期 必修／選択 

ＤＰ１ 
知識・技能 

ＤＰ２ 
主体的行動力 

ＤＰ３ 
課題解決能力 

ＤＰ４ 
多様な価値観や考
え方を理解し、受

け入れる能力 

ＤＰ５ 
日本の伝統と文化
を理解し、美意識
を備えて行動でき

る能力 

ＤＰ６ 
美しく生きる力を
実践できる能力 

1 年 後期 選択 

授業形態 単位 時間 

実習 2 単位 60 時間 
〇  ◎    

ゲストスピーカー招聘回 4,5,6,7 

教員名 ヘアチーム メールアドレス hair@・・・ 

教員の略歴 右記 URL より一覧を確認してください。【 https://www.yamano.ac.jp/study/teacher/ 】 

実践的教育 〇美容師技術者：美容師としての経験をもとに、美容師国家試験に関わる基礎技術などの実践に即した内容としている。 

オフィスアワー 別途一覧をご確認ください。 

          

科目の概要 

1）美容師国家試験実技課題、まつ毛エクステンション技術に関する基礎理論と知識を学ぶ。実習を通して基礎技術を効率的に実践できるようになる。 
2）美容師国家試験実技課題のワインディング技術（パーマネント技術におけるロッド巻き）、オールウェーブセッティング技術、まつ毛エクステンション技術の基礎

技術を学びながら、美容に対する興味を深めるべく礎を築いていく。 
3）習得した知識や技術を繰り返し行うことで、自身の課題発見につながり、応用する場面を想定できる。 
4）自身の目標達成の為、技術施術中の動画を撮影し、改善課題を確認・分析して更なる技術の向上を図る。その際、ペアで動画撮影し学生が互いにフィードバックし
合う機会を作り、より多くの気づきが得られる授業を展開する 
5）ゲストスピーカーによる、増毛エクステ技術・ウイッグに関する知識を習得し、知見を深める。 

授業方法 

対面 オンライン ハイブリッド ディスカッション プレゼンテーション 作品制作 

〇 - - あり - - 

授業の目標と関連するディプロマポリシー（ＤＰ） 

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰ 授業の目標 

ＤＰ３ 制作した作品の課題を発見し分析して改善策を理解することができる 

ＤＰ１ 正確な基礎技術を習得し、時間内に実践することができる 

  

教科書・教材 

教科書 『美容技術理論 1.2』日本理容美容教育センター編 (2026 年)、配布プリント 

参考文献 なし 

各自準備教材 
メッシュ袋・消耗品（ワインディング用ペーパー、セットローション等）・シャンプー剤・リンス剤・スマートフォン・タオル・ B5 大学ノート（リ
ングノート不可） 

評価方法 

筆記試験 実技試験 受講態度 小テスト レポート 
プレゼンテー

ション 
作品 課題 その他 

- 80% 10% - - - - 10% - 

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。 

課題（試験やレポート）のフィードバックの方法 

個別に実地指導を行います。 

履修上の条件・注意 

前期開講科目「美容デザイン論Ⅰ」および「美容デザイン実習Ⅰ」を単位修得した者のみ履修可能。 
美容技術を学ぶにあたり、遅刻・欠席はスキルアップに支障が出る為、原則認めません。また、その為に再度デモンストレーション等の時間は設けません。授業中の私
語、勝手な退出等の不適切と思われる行為を行った場合は、欠席と同等の扱いとします。 
※何らかの社会的な状況変化等の諸般のやむを得ない事情により、授業方法、授業計画、評価方法等を変更する場合がある。 

本科目履修と関連する資格 

なし 



授業計画 

 授業内容 到達目標 時間外学習（予習・復習） 時間(分) 

第１回 

オリエンテーション 
AW ウィッグのパーマがけ（１） 
パーマネントウェーブ技術を行う際の諸注
意とワインディング方法を学び実践する 

以下オールウェーブは AWと記す。パーマネ
ント技術の目的を理解し、説明できる 
パーマネントウェーブ用ワインディング技
術の巻き方を理解し適切に実践できる 

美容技術理論 1 テキスト 4 章 1.2.3 を熟読し、必要な
部分はノートに記入し復習を行う 

90 分以上 

第２回 

AW ウィッグのパーマがけ（２） 
2 浴式コールドウェーブ施術プロセスにつ
いて学ぶ 
パーマネントウェーブ用のワインディング
を実践する 

パーマネントウェーブ用ワインディング技
術の巻き方を理解し適切に実践できる 

美容技術理論 1テキスト 4章 4.5.6 を熟読し、必要な部
分はノートに記入し復習を行う 

90 分以上 

第３回 
AW ウィッグのパーマがけ（３） 
2 浴式コールドウェーブ施術プロセスを実
践する  

2 浴式コールドウェーブ施術プロセスを理
解し適切に実践できる 

美容技術理論 1テキスト 4章を再度確認し、必要な部分
はノートに記入し復習を行う 

90 分以上 

第４回 

ゲストスピーカーによる講義（１） 
増毛エクステンション技術の現状、種類、
施術例等の理論(個人での活動)技術デモン
ストレーション 
【ゲストスピーカー：金房智美】 

増毛エクステ技術に関する知識を習得し、
活用できる場面を想定することが出来る。
知見を深めることにより、将来進むべき道
についてよく考え行動することができる 

学び得た技術のレポートを作成し復習を行う 90 分以上 

第５回 

ゲストスピーカーによる講義（２） 
増毛エクステンション技術の現状、種類、
施術例等の理論(個人での活動) 
技術デモンストレーション 
【ゲストスピーカー：金房智美】 

増毛エクステ技術に関する知識を習得し、
活用できる場面を想定することが出来る。
知見を深めることにより、将来進むべき道
についてよく考え行動することができる 

学び得た技術のレポートを作成し復習を行う 90 分以上 

第６回 

ゲストスピーカーによる講義（３） 
ウィッグの需要と現状、基礎知識、種類、
アドバイス方法、助成金についての講義。 
(企業での活動)  
【ゲストスピーカー：アデランス】 

ウィッグに関する基礎知識やアドバイス方
法を習得し、薄毛・脱毛に悩む人々の状況
や気持ちを理解し、解決策について考え想
定することができる 

学び得た技術のレポートを作成し復習を行う 60 分以上 

第７回 

ゲストスピーカーによる講義（４） 
ウィッグの需要と現状、基礎知識、種類、
アドバイス方法、助成金についての講義。 
(企業での活動)  
【ゲストスピーカー：アデランス】 

ウィッグに関する基礎知識やアドバイス方
法を習得し、薄毛・脱毛に悩む人々の状況
や気持ちを理解し、解決策について考え想
定することができる 

学び得た技術のレポートを作成し復習を行う 60 分以上 

第８回 
WD 技術（デザイン巻き） 
全頭を実践する 

以下ワインディングは WDと記す。時間を意
識し、ブロッキングと全頭の収め方を理解
し実践できる 
(ブロッキング込・全頭 22 分) 

ブロッキングと全頭 WD を授業前に予習しておく 
授業終了後、本日の授業内容を復習すること 

60 分以上 

第９回 

フィンガーウェーブ技術 
ローションの使用方法、コームの持ち方 
引きウェーブ・押しウェーブについて学ぶ 
1 線目のシェープの実践 

以下フィンガーウェーブは FWと記す。ロー
ションの使用方法、コームの持ち方 
引きウェーブ・押しウェーブについて理解
し実践することができる 
FW 技術 バック 4 線の 1 線目のシェープ方
法を理解し実践することができる 

以下、フィンガーウェーブは FW と記す 
授業終了後、本日の授業内容を復習すること 

90 分以上 

第１０回 
 
WD 技術（デザイン巻き） 
全頭を実践する 

時間を意識し、ブロッキングと全頭の収め
方を理解し実践できる 
(ブロッキング込・全頭 22 分) 

ブロッキングと全頭 WD を授業前に予習しておく 
授業終了後、本日の授業内容を復習すること 

90 分以上 

第１１回 
FW 技術 バック 4 線 
1 線目の復習 
FW2.3 線の実践 

FW 技術 バック 4 線の 2.3 線目を理解し実
践することができる 

授業終了後、本日の授業内容を復習すること 90 分以上 

第１２回 
WD 技術（デザイン巻き） 
全頭を実践する 

時間を意識し、ブロッキングと全頭の収め
方を理解し実践できる 
(ブロッキング込・全頭 21 分) 

ブロッキングと全頭 WD を授業前に予習しておく 
授業終了後、本日の授業内容を復習すること 

90 分以上 

第１３回 
FW 技術 バック 4 線 
FW1.2.3 線の復習  
4 線とクロッキノールカールの実践 

FW 技術 バック 4 線の 4 線目とクロッキノ
ールカールを理解し実践することができる 

授業終了後、本日の授業内容を復習すること 90 分以上 

第１４回 
WD 技術（デザイン巻き） 
全頭を実践する 

時間を意識し、ブロッキングと全頭の収め
方を理解し実践できる 
(ブロッキング込・全頭 21 分) 

ブロッキングと全頭 WD を授業前に予習しておく 
授業終了後、本日の授業内容を復習すること 

90 分以上 

第１５回 
FW 技術 バック 4 線を実践する 
（ネープ クロッキノールカール） 

ＦＷ技術バック 4 線とクロッキノールカー
ルを理解し実践できる（30 分） 

授業終了後、本日の授業内容を復習すること 90 分以上 

  



授業計画 

 授業内容 到達目標 時間外学習（予習・復習） 時間(分) 

第１６回 
まつ毛エクステンションに関係する理論
（概論、皮膚、眼、道具）を学ぶ 

技術時に想定されるトラブルを具体的に述
べることができる。まつ毛エクステンショ
ン技術を行う準備ができる 

まつ毛エクステンション技術で想定されるトラブルを
調べる（実例）ワゴンセッティングを行う 

90 分以上 

第１７回 
まつ毛エクステンション技術① 
（テーピング・J カール装着 

テーピング技術・J カール装着を正確に行
うことができる 

テーピング技術・J カール装着を行う 90 分以上 

第１８回 
まつ毛エクステンション技術② 
（リムービング・J カール装着） 

人工毛を正確にリムーブすることができる 
J カール装着を時間内に正確に行うことが
できる 

リムービング・J カール装着を行う 90 分以上 

第１９回 
まつ毛エクステンション技術③ 
（テーピング・J カール装着の技術チェッ
ク） 

時間内にテーピング技術・J カール装着
（指定された本数）を正確に行うことがで
きる 

テーピング技術・J カール装着を行う 90 分以上 

第２０回 
WD 技術（デザイン巻き） 
全頭を実践する 

時間を意識し、ブロッキングと全頭の収め
方を理解し実践できる 
(ブロッキング込・全頭 20 分) 

ブロッキングと全頭 WD を授業前に予習しておく 
授業終了後、本日の授業内容を復習すること 

90 分以上 

第２１回 

AW 技術 
オールウェーブ７段構成を理解する 
1 線目の部分はピンで留める 
2 線目のシェープを理解実践 

オールウェーブ７段構成を理解し 2 線目が
実践できる 

授業終了後、本日の授業内容を復習すること 90 分以上 

第２２回 
WD 技術（デザイン巻き） 
全頭を実践する 

時間を意識し、ブロッキングと全頭の収め
方を理解し実践できる 
(ブロッキング込・全頭 20 分) 

ブロッキングと全頭 WD を授業前に予習しておく 
授業終了後、本日の授業内容を復習すること 

90 分以上 

第２３回 

AW 技術 
オールウェーブ７段構成を理解する 
2 線目までの復習 
3.4 線目の実践 
 

オールウェーブ７段構成を理解し 4 線目ま
で実践できる（設定時間 50 分） 

授業終了後、本日の授業内容を復習すること 90 分以上 

第２４回 
WD 技術（デザイン巻き） 
全頭を実践する 

時間を意識し、ブロッキングと全頭の収め
方を理解し実践できる 
(ブロッキング込・全頭 20 分) 

ブロッキングと全頭 WD を授業前に予習しておく 
授業終了後、本日の授業内容を復習すること 

90 分以上 

第２５回 

AW 技術 
オールウェーブ７段構成を理解する 
4 線目までの復習 
5.6 線目の実践 
7 段目クロッキノールカールの確認 

オールウェーブ７段構成を理解し実践でき
る（設定時間 50 分） 

授業終了後、本日の授業内容を復習すること 90 分以上 

第２６回 
WD 技術（デザイン巻き） 
全頭を実践する 

時間を意識し、ブロッキングと全頭の収め
方を理解し実践できる 
(ブロッキング込・全頭 20 分) 

ブロッキングと全頭 WD を授業前に予習しておく 
授業終了後、本日の授業内容を復習すること 

90 分以上 

第２７回 
AW 技術 
オールウェーブ７段構成を実践する 

オールウェーブ７段構成を理解し実践でき
る（設定時間 50 分） 

授業終了後、本日の授業内容を復習すること 90 分以上 

第２８回 
WD 技術（デザイン巻き） 
全頭を実践する 

時間を意識し、ブロッキングと全頭の収め
方を理解し実践できる 
(ブロッキング込・全頭 20 分) 

ブロッキングと全頭 WD を授業前に予習しておく 
授業終了後、本日の授業内容を復習すること 

90 分以上 

第２９回 
AW 技術 
オールウェーブ７段構成を実践する 

オールウェーブ７段構成を理解し実践でき
る（設定時間 45 分） 

授業終了後、本日の授業内容を復習すること 90 分以上 

第３０回 
WD 技術（デザイン巻き） 
全頭を実践する 

時間を意識し、ブロッキングと全頭の収め
方を理解し実践できる 
(ブロッキング込・全頭 20 分) 

ブロッキングと全頭 WD を授業前に予習しておく 
授業終了後、本日の授業内容を復習すること 

90 分以上 

 


